
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2012年6月6日

（平成24年）

補充問題  塾技 80 宇宙の広がり 
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 （鳥取県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 解答は次のページ 



  

 

 

     

問 1 地球型惑星は，大きさや質量は小さいが，おもに岩石でできているため密度は大きい。 

よって，密度の大きいアとイを選べばよい。 

 ア，イ 

 

問 2 太陽からの平均距離から，アは水星，イは火星，ウは木星，エは土星，オは天王星，カは海王星

とわかる。例えばイの火星は，公転周期が地球より長いが赤道直径は地球より小さい。またオの

天王星は，カの海王星より赤道直径は大きいが海王星より質量は小さい。さらに，エの土星は 2

番目に質量が大きいが，平均密度は最も小さい。 

 ア 

 

問 3 表より，金星の公転周期は 0.62 年なので，1 年後には，   ≒1.6〔周〕公転する。よって，ウの

位置とわかる。 

 ウ 

 

問 4 ウの位置に見える金星は，よいの明星である。

右の図のように，かげになった左側の部分が少

し欠けて見える。 

 エ 

 

 

 

 

 

 

 

問 5 半年後，地球は 180˚公転し，金星は，        公転する。 

そのため，右の図のように，2013 年 6 月 6 日の金星よりも

地球に近づくことになり，大きく見える。 

12 月 6 日の金星の方が，6 月 6 日の金星よりも地球に

近いため。 
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解 
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1
0.62

答 

0.5
360 290°

0.62
 

答 

ウ

太陽

地球

金星

ウ

少し

欠けて

見える

夕方

太陽

地球

答 

塾技 80  補充問題 解答・解説 

 


